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ユースリーグのこれからを考える② 

－U-18 フットサルリーグを中心に－ 

 

中塚義実（NPOサロン 2002理事長）、本多克己（NPOサロン 2002副理事長） 

ほか全国各地で U-18フットサルリーグに携わる皆さん 
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【日 時】2022 年 5 月 10 日（火）19：30～21：30（終了後はオンライン懇親会） 

【会 場】オンライン（Zoom） 

【テーマ】ユースリーグのこれからを考える② －U-18 フットサルリーグを中心に 

【演 者】中塚義実（NPO サロン 2002 理事長／筑波大学附属高校／TFA ﾌｯﾄｻﾙ委員会第 2 種部会長） 

     本多克己（NPO サロン 2002 副理事長／㈱シックス／神戸アスリートタウンクラブ理事長） 

ほか全国各地で U-18 フットサルリーグに携わる皆さん 

【参加者（サロン 2002 ファミリー）10 名】★は NPO 会員 

磯和明（国立市で 4 種サッカーコーチ＆大人のフットサルチーム）、大河原誠二（桐一族／筑波大附

サッカー部 OB）、★春日大樹（NPO サロン 2002 理事／筑波大学蹴球部 OB）、鈴木崇正、橘和徳（富

山県立富山中部高校／富山県フットサル連盟 U-18 担当）、★中塚義実（筑波大学附属高校／NPO サロ

ン 2002 理事長）、本郷由希（会社員）、★本多克己（NPO サロン 2002 副理事長／㈱シックス）、 

守屋佐栄（スフィーダ世田谷サポーター）、★守屋俊秀（シニアプレーヤー／東京都 2 級審判員） 

【参加者（サロン 2002 ファミリー以外）12 名】 

荒川浩幸（(一社)北海道フットサル連盟専務理事）、有吉朋喜（東京都フットサル連盟 U-18 統括理事

／TFA フットサル委員会第 2 種部会）、池田義人（福島県フットサル委員長／福島県フットサル連盟

理事長／東北フットサル連盟理事長）、犬塚知良（静岡県フットサル連盟ユース担当）、牛山優（桐

生第一高校）、大友洋介（武相高校フットサル部／神奈川県フットサル連盟理事長）、菊池宏志（宮

城県聖和学園高校）、小曽根潮（立命館宇治中高）、硲田直文（兵庫県フットサル連盟／神戸国際大

学附属高校フットサル部）、高原渉（宝塚 FC）、鶴田文彦（エンフレンテ熊本）、本山準一（北海道

フットサル連盟） 

【報告書作成者】守屋俊秀 ほか 

 

【目次】 
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Ⅱ．DUO リーグのトロフィーがない！プロジェクト 

Ⅲ．DUO リーグのこれから 

おわりに 
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リーグチャンピオンズカップ、遊び心、中塚義実、
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はじめに（中塚義実） 

7 時半になりました。皆さんこんばんは。 

はじめに主催団体 NPO サロン 2002 の紹介をします。“志”は「スポーツを通しての“ゆたかなく

らしづくり”」で、1997 年度よりサロン 2002 を名乗っています。主な活動は、毎月開かれる「月例サ

ロン」。公開型と非公開型があり、今日は公開型です。公開型の究極のバージョンが「公開シンポジ

ウム」で年 2 回予定しています。今年は 11～12 月にワールドカップがありますが、その間隙を縫って

千曲市でできないか模索中です。その千曲市で、年明けの 1 月 7～8 の土日に開かれるのが第 7 回 U-18

フットサルリーグチャンピオンズカップです。今日のテーマです。 

今年度の月例サロンや公開シンポジウムでは、「ユースリーグ」や「スポーツとアート」をメイン

に取り上げることにしています。前回は、ユースサッカーリーグのパイオニアである「DUO リーグ」

を取り上げました。初代チェアマンは私です。1996 年にはじめたころからいまにいたるまでを振り返

り、いまでは JFA の傘下で大きく育ってきたユースサッカーリーグのあゆみを振り返りました。しか

しながら、今日の話と重なってきますが、やればやるほど、きちんと整備すればするほど、最も大切

な“遊び心”が失われているのを感じます。そこを何とかしようと「トロフィーがない！プロジェク

ト」に取り組んだことを取り上げました。サロン 2002 のホームページで報告書が公開されています。 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2022/2022-4.pdf 

今日は通算 307 回目。「ユースリーグのこれからを考える②－U-18 フットサルリーグを中心に」と

いうことで進めていきたいと思います。進行案は次のとおりです。 

19：30〜19：40 趣旨説明・参加者紹介 

19：40〜20：30 ＜前半＞プレゼンテーション 

１）育ててほしい U-18 フットサルリーグ－サロン 2002 からのメッセージ（中塚義実） 

２）U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの現状と課題（本多克己） 

  －コロナ禍での大会運営と動画配信の取り組み 

  －各地域リーグの 2021 年度実施状況など  

20：30～21：30 ＜後半＞ディスカッション 

１）2021 年度の各リーグの状況と 2022 年度の見通し（各リーグ関係者） 

２）U-18 フットサルの今後 

※終了後、任意参加のオンライン懇親会 

 

参加者紹介についてはチャット欄にそれぞれ書き込む形でお願いします。報告書に載せたいので、

お名前と所属、リーグ関係者はどちらのリーグなのかもご記入ください。肩書きや名前が公開される

のは困るという方は、その旨お書きください。 

前半はこちらで用意したお話をさせていただきます。その話も二本立てで、まず私の方から「メッ

セージ」です。前回の内容とも重なりますが、そもそもリーグ戦とはどういうものなのかということ

です。ユースサッカーリーグの事例と、東京都における U-18 フットサルの事例をご紹介します。各地

の取り組みのヒントになると思います。次に本多さんから、私たちが主催する U-18 フッサルリーグチ

ャンピオンズカップのことを、昨年度の本大会と、各地域で行われているリーグの状況について、こ

ちらで把握しているところを紹介します。 

後半のディスカッションでは、皆さんから、各リーグの状況や、ご意見ご質問をたくさんいただき

たいと思っています。 

 

 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2022/2022-4.pdf
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Ⅰ．育ててほしい U-18 ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞ－サロン 2002 からのﾒｯｾｰｼﾞ（中塚義実） 

１．ユースサッカーリーグの事例より 

１）リーグ戦がクラブを育てる 

皆さんご存じでしょうが、ユース年代のリーグ戦は、サッカー界が他のスポーツに先駆けて展開し

ています。私自身、このムーブメントを牽引してきた者として、はじめたころの様子などをお伝えし

ておきたいと思います。 

資料右上の日付は 1996 年

2 月 11 日です。当時、日本

サッカー協会に科学研究委員

会があり、スポーツ医学委員

会との共催でサッカー医・科

学研究会が行われていまし

た。サッカーの研究者やドク

ター、指導者が集まって情報

交換する場で、いまの日本フ

ットボール学会につながりま

す。この時のシンポジウムの

テーマは「関係委員会が希望

する競技会と医・科学」でし

た。私は登壇者ではありませ

んが、指定発言者として 10

分間、当時考えていたことを

整理して話す機会を得ること

ができました。 

1996 年がどのような時期だ

ったかというと、J リーグが

始まり数年が経過したころで

す。育成年代のサッカーの場

として、学校運動部だけでな

く J リーグの下部組織が新た

に生まれました。それ以前か

ら神戸 FC や枚方 FC のよう

な地域クラブもありました

が、J クラブがユースカテゴ

リーを持つことによって、多くの方が地域クラブを認識するようになった時期と言えるでしょう。 

フットサルとの関係では、1994 年度から各都道府県にフットサル担当者を置くようになり、フット

サルというスポーツが公的に認知されるようになりました。以前からミニサッカーやサロンフットボ

ールが行われていましたが、それを引き継ぐような形で、FIFA を頂点とするサッカーファミリーの中

にフットサルが入ってきたということです。私は初年度から東京都サッカー協会フットサル委員を務

めています。 

私自身の問題意識は、ユース年代のスポーツの仕組みの見直しにあります。この資料でも、最初に

示しているのは「クラブワークとクラブ間のネットワークづくり」です。そのための登録制度の改革
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を訴えています。日本の競技団体は「大会」ありきでスタートするので、大会に出場する「チーム」

が前面に出てくる傾向があります。だから中学生だったら中学卒業、高校生だったら高校卒業という

タイミングで「チーム」を追い出されてしまうわけです。すると多世代型の「クラブ」がそこには育

ちません。こういう仕組みを見直さなアカンというのが、まず考えたことです。 

残念ながら、このことはいまだに実現していません。年度ごとに、チーム単位で登録するシステム

のままです。もっとも、クラブ申請しておけば、種別を越えて選手が行き来できるので、部分的には

実現したと言えるかもしれません。しかし、もっと根本的な概念から整理すべきであるというのが最

初です。 

その上で、それを実現するためには、リーグ戦を中心にした組織作りが不可欠だということが、次

に述べていることです。9 地域リーグを頂点とし、年間スケジュールを見直す。定期的な試合をベース

にして一週間のサイクルを見直す。こういうことを構想していました。 

ざっくり言うと、学校の 1 学期と 2 学期にリーグ戦があって、それが中学生、高校生のサッカーラ

イフのベースになっている仕組みです。ノックアウト方式の大会を否定するわけではありません。そ

れはそれであって構いませんが、ベースと

なるのはリーグ戦です。リーグ期間がシー

ズンです。1～3 月はオフシーズン～プレ

ーシーズン。このような年間スケジュール

を組み立てていく必要があるということを

提案しました。 

右の表はのちに整理したものですが、カ

ップ戦は負ければ終わりのノックアウト方

式です。短期間で、シーズン中の単発イベ

ントとして開かれます。あくまでも非日常

的な行事で、主催者が会場や審判を確保し

てあげる。勝ったらこの日のこの会場と、

ちゃんと押さえてあげます。試合をするに

は移動を伴います。 

リーグ戦は、負けても次があります。長期にわたって行われるもので、リーグ期間がシーズンにな

ります。日常生活の一部で、生活圏で行われるものです。中学生は、自転車で行ける範囲が妥当でし

ょう。高校生だともう少し広い範囲を移動してもかまいませんが、高校生が東日本や西日本というエ

リアを行き来する「プレミアリーグ」のような発想は私のなかにはありませんでした。そこまでする

必要があるのかなと、いまだに疑問が残りま

す。当事者による自主運営が基本であり、リ

ーグ戦に取り組むことによってクラブが育っ

ていくのです。 

 

２）DUO リーグがはじまったころ 

東京都文京区、豊島区で、高校生年代のサ

ッカー部と、クラブユース連盟の三菱養和が

一緒になって「DUO リーグ」を始めたの

が、先ほどの資料のあとの 1996 年 4 月のこ

とです。大事なのは、漠然とした考えを“理

念”として言語化し、共有したことです。歯
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磨き感覚、引退なし、補欠ゼロ…。ここに

掲げた“理念”は、DUO リーグだけが掲げ

るものでなく、文化としてのサッカーのあ

り方の根幹をなす思想だと考えます。皆さ

んが地域リーグを立ち上げる時にも、こう

いった考え方でやってほしいと思います。 

イメージした年間スケジュールは右図の

とおりです。 

DUO リーグ立ち上げの話をもう少しさせ

ていただきます。サッカー医・科学研究会

で示した構想をすぐに、文京区、豊島区の

高校サッカー部、クラブユースの仲間に伝

えました。「こんなことを考えてる。4 月

からやろう！」と。そして、理念に賛同し

たクラブが集まってきました。それが右図

にある 6 クラブ 10 チームで、10 チームの 1

リーグ制です。昭和第一高校は、均等に 3

チームつくってこのリーグに臨みました。

夏休み前の各学校の行事や高体連、クラブ

ユース連盟の大会など、すでに決まってい

る日程を除いても、10 チームのリーグ戦な

ら充分できます。「はじめればはじまる」

という考えでスタートしました。かなり評

判が良かったので、2 学期に後期をやろう

となり、このタイミングで「入れてほし

い」と言ってくるところが出てきます。ここで大事なのは、試合ができるから入りたいというだけで

なく、理念とビジョンをしっかり理解した“同志”であることを確認したうえで一緒にやっていくこ

とです。このようにして少しずつ広げていきました。「小さく立ち上げ、大きく育てる」がキーワー

ドです。 

こういうことは一人ではできません。この構想を面白がる、“遊び心”ある大人たちが、ああだこ

うだ言いながら作り上げていきました。よ

いアイデアは、飲み会の席で出てきまし

た。プレイヤーにとっても大人にとって

も、人生最高の“遊び”を作っているとい

うことです。 

 

３）DUO リーグのあゆみと広がり 

よいことはどんどん広げていこうという

ことで、私もいろんなところで話をする機

会を得ました。すると DUO リーグモデルの

プライベートリーグが、都内各地で少しず

つできてきます。ちょうどその頃、1997～

98 年に日本サッカー協会機関誌 JFAnews に
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連載するチャンスがあり、そこで紹介させてもらいました。また 1999 年からは、B 級と A 級の指導者

養成講習会でスポーツ社会学の授業を担当するようになり、そこで社会学理論の具体的な応用例とし

て DUO リーグを紹介させてもらいました。 

最初は任意のリーグ戦でしたが、これを公認リーグにしていくべく、2000 年度から東京都サッカー

協会で公認リーグ立ち上げの動きを開始します。同時に JFA でもユースリーグ構想が、川淵三郎キャ

プテンの「キャプテンズミッション」の中に組み込まれ、私もメンバーの一人としてユースリーグを

広げていくプロジェクトに関わりました。 

このように持っていくためには、いろいろ戦略的な動きもしました。東京都高体連でサッカー専門

部の委員長を務めた方が、その次は全国高体連で部長となり、JFA ではユース年代のサッカーを検討

する委員会の長となります。東京都高体連の第 2 地区にはそのような方が身近におられました。学習

院高等科の先生や、小石川高校の先生です。DUO リーグをはじめるときに、その人に理解してもらわ

なアカンと思い、その方の所へ出向いて「やりましょう」と話をしたのを覚えております。 

 

JFAnews の連載最終回です。「これからのユースサッカー」ということで、「衛星型サッカー環

境」、つまり底辺は近場で、レベルが上がるごとに広範囲を行き来する環境をイメージしています。

とは言っても、高校生は 9 地域ごと、関東なら関東、東北なら東北、これぐらいの行き来が生活の一

部としては限度じゃないかなと考えていました。 

イベントシステムの例として書いているのは、前期と後期にレベル別リーグがあり、リーグ戦の合

間にノックアウト方式のカップ戦がある。リーグの切れ目のところにはいろんなイベントがあるとい

うイメージです。さらに、ここから先が大事なところですが、このようなリーグ構想をサッカーだけ

で完結させるのでなく、いろんなスポーツに広げていこうということです。そうすると、例えばサッ
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カータレントの A 君は年間を通

して前期リーグ、後期リーグで活

動できます。ユース年代の選手の

移籍も取り入れたらいいと考えて

いましたが、それはほとんどでき

ていません。 

スポーツ好きの B 君は、サッ

カーだけでなくバスケットボール

もやりたいと考えます。それな

ら、たとえば前期はバスケットボ

ールのリーグに、後期はサッカー

のリーグに関わる。このような、

スポーツのシーズン制が可能にな

るわけです。レベルやニーズに合

ったスポーツの場が選択できる。

「スポーツの主人公」を育てたい

ということです。毎日、年中やっているから障害の発生率が高まるし、施設も足りなくなります。こ

れは、いまの部活動改革の考え方に合致すると思います。 

右図は、コロナ前の 2019 年度

の状況です。サッカーに関して

は、先ほども言いましたがプレミ

アリーグの EAST と WEST がト

ップリーグになっています。青森

山田のような強豪校や、J クラブ

の下部組織が含まれ、東日本と西

日本に分かれてやっています。そ

の下はプリンスリーグ、その下は

都道府県リーグ…。皆さんご存知

の通りです。我々の DUO リーグ

はさらにその下にあります。こう

したリーグ戦があるおかげで、レ

ベルやニーズに応じて定期的にゲ

ームができる。そしてノックアウ

ト方式の大会も、高体連、クラブ

ユース連盟のそれぞれで整備されているということです。 

 

４）公認リーグと“遊び心”“ゆとり”の喪失 

しかし、形は整いましたが、“遊び心”や“ゆとり”は失われています。学校の先生ですべてやろ

うとすると回りません。フットサルを重ねてみると、コロナ前、東京都では全日本の予選が終わる 6

月あたりから 1 部、2 部リーグがスタートします。1 部リーグは 12 月に終わるように組まれますが、

それは 1 月のリーグチャンピオンズカップまでに優勝チームを決めるためでした。ただ、諸事情で後
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ろにずれ込んだこともあり、特に 2020 年度以降はコロナでずたずたになっています。どの地域も同じ

だろうと思います。 

とにかくフットサルをもっとやりたい高校

生が、リーグ戦を整備して取り組むと、この

ようなスケジュールになります。すると、も

うおわかりだと思いますが、サッカーのリー

グとフットサルのリーグの両方に出ることは

できません。どちらかです。両方やろうとす

るとオーバーワークになります。 

「DUO リーグのいま」についてです。理念

は徐々に実現されつつあります。リーグ戦は

当たり前。ただしクラブ間で温度差がありま

す。 

学校教育としての限界が見えつつある。先

生だけではダメです。 

互いの顔が見えなくなりつつある。これもよく言いますが、飲み会減、メール増、新旧メンバーの

意識のズレ。 

公認化をめぐる功と罪。JFA の方針によって環境は整備されましたが、上に合わせよう、きちんと

やろうという意識が強まり“遊び心（スポーツマインド）”が失われてきました。困ったことです。 

4 月の公開サロンでは、この話から始まって「トロフィーがないプロジェクト」のアートとの融合の

話をさせていただきました。“遊び心”の喪失の話は、いつもついて回ります。 

 

２．東京都における U-18 フットサルの事例より 

１）フットサル委員会の議論 

サッカーのユースリーグからみえるものについて話をしましたが、ここからは東京都における U-18

フットサルの事例をご紹介します。 

「それは 2000 年度末、東京都サッ

カー協会フットサル委員会の議論か

ら始まった」ということです。フッ

トサル委員会ができ、少年の大会は

ミニサッカー大会から引き継いで行

われ、中学生の U-15 大会が新設され

ました。第 1 種、大人の大会も新設

されました。しかし U-18 大会はしば

らくありませんでした。U-18 年代は

サッカーのスケジュールが混み混み

になっていることがひとつの理由で

す。U-18 年代は大人の大会に出れば

よいというのがこのころの説明でし

た。しかし TFA フットサル委員会で

は「都内の民間フットサル施設で、

高校生が大勢プレーしている」という話がありました。地方とは事情が違うと思います。東京都内で

民間のフットサル施設がかなりできており、そこで高校生が大勢いるというのです。どのような子た
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ちかというと、サッカー部をやめてしまったり、中学までやっていたけど高校では入りたくない、違

う部活に入ったけどたまにはボールを蹴りたい、あるいは中学のころの友だちとやりたい、という人

たちです。それから、いくつかの学校で、その一つは私が勤める筑波大附属高校ですが、「フットサ

ル同好会ができている」。うちの学校では校内フットサル大会も開かれ、年 2 回、昼休みに男子 16 チ

ーム、女子 12 チームぐらいの大会をやっていました。学校におけるフットサルは、仕掛ければ広ま

る。その一方で、「高体連のサッカー大会で、人数不足により参加できないところが増えてきた」こ

ともありました。11 人は無理でも 5 人ならいけるんじゃないかと。このような議論の末、2001 年度事

業として、夏に U-18 フットサル大会をやってみることになりました。これは、当時から進めていたサ

ッカーの U-18 リーグ構想と連動させる考えです。つまり、サッカーのオフシーズンにフットサルをワ

ンポイントで入れる形で、単発的な大会を構想しました。 

 

２）TFA 主催大会のはじまり（2001 年度） 

最初の 2 年間だけみても、いろんなチ

ームが参加して、本当におもしろかった

ですね。例えば、体育の授業でサッカー

を選択した仲間でチームを作って出てき

たところがありました。大会ごとの登録

制度だったので、このようなことができ

たのです。体育館を借りるのが大変でし

たが、初年度の夏の大会は総務省の「社

会を明るくする運動」、ラジオ体操をや

っている組織ですが、そこが冠について

くれたおかげで小金井市総合体育館を借

りることができました。ところが、やん

ちゃな奴らが試合に負けて更衣室のロッ

カーを蹴っ飛ばすんですよね。困ったものです。 

夏の大会が好評だったので気を良くした我々は、冬もやろうじゃないかと。ここはサッカーのオフ

シーズンです。サッカー部も、リーグ戦がオフの期間、オフシーズンのトレーニングとしてフットサ

ルに取り組んでもらい、出場してもらいたい。筑波大附属高校サッカー部も、フットサル部とともに

この大会に参加しました。 

翌 2002 年度は、夏の大会を「フットサルチャレンジ」として敷居の低い大会とし、冬の大会を都内

のチャンピオンを決める大会としました。冬の大会は U-15 も同会場・同日程で行うようにしていまに

至ります。 

学校教育活動か地域のスポーツ活動かという問題はいまも続いています。こちらとしては地域のス

ポーツ活動として開催しますが、学校として参加してもらってもかまいませんというスタンスです。 

写真をいくつかお見せします（本報告では略）。よく使っていた駒沢屋内球技場、「東洋の魔女」

が優勝した体育館ですね。改修されていまは綺麗になりました。こちらは聖地、筑波大附属高校体育

館です。フットサル大会が始まったころからよく試合をやっています。いまでは東京都サッカー協会

提供のゴールも置かれています。神奈川の武相高校がここで熱い試合をやりましたよね。 

U-18 大会をはじめてどうなったか。先ほども言いましたが、はじめの頃は、やんちゃな奴らが多様

なチームで参加します。だから責任能力のある大人の帯同を求めました。民間フットサル施設で勝手

にやる分には高校生だけでいいのですが、オフィシャル大会には大人が必要です。学校の先生でなく
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てかまいません。学校の部活動でも、先生が引率する時があれば違う時もある。身分は問わないけ

ど、ちゃんと大人が付いて指導してくれ、ということです。 

やっているうちに段々レベルが上がって

きます。そして、もっとやりたい、もっと

やらせたい、もう少しフットサルをやれば

面白くなるんじゃないか、というようにな

ってきました。ボトムアップで、底辺から

の組織化が為されていきました。 

 

３）東京の取り組みを全国に発信！ 

－トライアル FA 制度 

東京の取り組みを全国に発信しよう、発

信しながら今後の方向性を探ろうと考えて

いたタイミングで、JFA のトライアル FA

制度が始まりました。ミッション 7「フッ

トサルの普及・促進」に応募し、2005～07

年度の 3 年間、東京都の取り組みを冊子に

して全国の関係者に配布しました。 

ジョイントミーティングというのがあ

り、全国の方々に直接、東京の取り組みを

紹介する機会もありました。神奈川や静岡

でも少しずつ U-18 フットサルがはじまろ

うとしていたので、会場で意見交換した記

憶があります。冊子はまだ少し残部があり

ます。ご希望の方はお申し出ください。 

2007 年 9 月には F リーグが始まりま

す。そして我々は次の段階です。「もっと

やりたい」者が増えてきたので、やりたい

人たちで集まってリーグを始めようという

ことです。2008～10 の 3 年間は「東京都ユ

ース（U-18）フットサルリーグの創設」を

掲げ、補助金をもらいながら整えていきま

した。「もっとやりたい」は定期的な試合

の場の確保、「もっとうまくなりたい、強

くなりたい」はクラブを超えた交流会、選

抜チームにつながります。「もっと広げて

いきたい」ということで他県との交流・拡

大も志向しました。しかし同時に、「自主

運営できるのか」ということが常に発想の

原点にあります。会場は？ 審判は？ 責

任の所在は？…。いろんな課題がありまし

たが、とにかくやってみよう、やっていく

中で公認リーグの可能性と課題も見えてくるはずだということです。私の場合、サッカーの公認化の
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中でぶち当たった壁に対応した経験があるので、いろんなことが見えていました。それらの壁を、フ

ットサルならではの解決策で打開してほしいというのもありました。 

これは 2007 年度のトライアル FA 報

告書です。2007 年度のプレリーグに

は、右に挙げるチームが参加しました。

2008 年度からは TFA 公認リーグとな

り、2016 年度から TFF（東京都フット

サル連盟）傘下となります。ただ、連盟

傘下になったことはメリットよりもデメ

リットの方が大きいかもしれません。何

といっても加盟費・登録料が高い！ 

 

４）次の 10 年は横と縦への広がり！ 

－全国大会の創設 

ちょうど 10 年経過した 2010 年度に

10 周年記念シンポジウムを開き、これ

までのあゆみを整理しました。普及目的

の夏の大会、競技志向の冬の大会、フッ

トサルリーグを、「都内で立ち上げ育て

た 10 年間」です。次の 10 年は「横と縦

への広がり」を志向するのだということ

を、2011 年 2 月のシンポジウムで述べま

した。 

このころ民間レベルではすでに、フジ

テレビ系列で夏高フットサルをやろうと

していました。しかし、学校をメインに

据える考えはフットサルの理念とは異な

ります。民間の全国大会としては最大規

模のホンダカップでも、U-18 のカテゴリ

ーが 2010 年から始まります。FA 公認大

会も、東京はじめいくつかの都県で始まっています。一方で、高体連はフットサルには及び腰でし

た。そんな中、2011 年 9 月、筑波大附属高校体育教官室に本多さんがやってきて作戦会議を開き、

「将来的に公式大会となるような全国大会を開こう！」と、話が一気に進みました。その年度末の

2012 年 3 月末、「サッカーキングカップ U-18 フットサルトーナメント 2012」が、株式会社フロムワ

ン、株式会社シックスの主催、JFF 後援で、名古屋のオーシャンアリーナで開かれました。名古屋オー

シャンズと作陽高校の決勝戦は見ごたえのある試合で、地元オーシャンズ U-18 が優勝しました。 

その翌年もオーシャンアリーナで同時期に開催します。JFF と産経新聞社の主催です。この頃のサロ

ン 2002 は法人格を持ってなかったので主催にはなれません。裏でささえる立場でした。そして大会初

日の夕刻から、アリーナ上に机を出して、「U-18 フットサルを語ろう！」というシンポジウムを開き

ました。JFA フットサル委員会の松崎委員長や JFF 専務理事の大立目さん（肩書は当時のもの）にご

登壇いただき、U-18 フットサルの今後について熱く語りました。こういう機会はものすごく大事だと

思います。 
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それが、GAVIC CUP ユースフットサル選抜トーナメント、全日本ユース（U-18）フットサル大会に

つながります。選抜大会はいろいろあっていまはできていませんが、これらに加えて新設のリーグチ

ャンピオンズカップを、NPO サロン 2002 で主催しています。ここまでの話でおわかりだと思います

が、日常生活に根ざした U-18 フットサルの場－ユースリーグを各地で育ててもらいたい、その動機付

けになればということでリーグチャンピオンズカップを創設した次第です。この話は本多さんのとこ

ろで出てくると思います。 

 

５）サロン 2002 からのメッセージ－ユース年代にリーグ戦を！ 

ここからが我々からのメッセージに

なります。皆さんにはさまざまな形で

何度もお伝えしていることです。 

リーグは“組織”です。特定の個人

や業者に任せて総当たり戦を行うもの

ではありません。ゲームを楽しむ人た

ち自身で、自分たちの活動をささえ

る。自主運営と受益者負担が原則で

す。「ささえる活動もおもしろい！」

というマインドが根底にあります。だ

から審判も自分たちで育て、自分たち

で回していくのです。 

リーグ戦は“生活”そのものです。

平日のトレーニングと週末のゲームが

一週間のサイクル。リーグ期間がシー

ズンとなります。ワンデーマッチで総

当たり戦を行うものではありません。

リーグ期間をどこへ持って行くのかは

重要です。地域ごとの事情もあると思

うので、この後のディスカッションで

披露してもらえればと思います。 

なんと言ってもリーグ戦は“あそ

び”です。「どうせ遊びだから」とい

う感覚ではなく、逆です。「遊びだか

らマジでやろうぜ」ということです。

上から言われたから、協会が言ってい

るから総当たり戦をやろう、主催者が

条件を出してきているからそれに見合

うチーム数を集めてやろうということでなく、やりたい人がいるから、定期的に遊ぶための仕組みと

してリーグがあるのだということです。 

2012 年の公開シンポジウムの時に問題提起した「U-18 フットサルのこれから」に、赤字部分－女子

－を加えたのがこのスライドです。ここに挙げられていることを皆で議論できればと思います。 

フットサルのシーズンは？ 曜日は？ 時間帯は？ ここが重要ですね。 

どこでやるの？ 体育館が望ましいのですが、では学校体育館をどうやって開拓していくのか。ま

た、人工芝はどうなのか？ 
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誰がプレーするの？ サッカー部員

にもやってもらいたい。けどリーグの

一員としてフットサルに力を注ぎたい

のであれば、フットサルに専念しても

らわないとオーバーワークになるでし

ょう。女子のフットサルも盛り上げた

いですね。U-18 とは誰のこと？ 高校

生？ 第二種？ 年齢でみるとおもし

ろい見え方がします。 

さらに、フットサルにはどういう条

件が必要なのか？ 公と私の違いは？ 

担い手は？ 高体連との関係は？… 

こういったことがこの後の議論で出て

くればと思います。 

 

先月の公開サロンでも紹介しました

が、「日本的スポーツ観：これまでと

これから」です。いま、大きなムーブ

メントの中にあるということを理解し

ておいてください。部活動改革は待っ

たなしの状況で、2023 年度から中学校

の部活動の地域移行が本格的に始まり

ます。高校も徐々に進むでしょう。こ

のような中でのユースリーグです。本

気で取り組んでいきたいと思います。 

 

私の話はここまでですが、ちょっと

だけおまけです。 

我々の主催する U-18 大会を経

験した選手が、その後どうなっ

ていったのか。F リーグや年代

別の代表チームで活躍する選

手、フル代表入りした選手、そ

れらを地域で応援している様子

がみられます。このような情報

をもっと共有していきたいです

ね。 

もう一つ。いま東京で力を入

れようとしているのが、女子の

ユースフットサルです。東京都

では 2000 年度から女子フットサ

ル大会が始まっており、大人の

大会に U-18 女子チームも参戦し
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ていました。いつも大人の人たちに負け続けるばかりだった女子高生たちが、「同世代と試合をした

い」のニーズから、自分たちで大会をつくり、定着しています。それをオフィシャル化する動きもあ

ります。2013 年度に始まる女子ユース大会はその一つで、U-15、U-18 がともに競い合います。 

この大会に SHIBUYA109、東急が冠につき、華やかに開催された時期がありました。マスコットキ

ャラクターが会場に現れ、副賞も充実。しかしコロナです。2020 年度を最後に東急は冠スポンサーか

ら降り、またもとの規模に戻りました。2021 年度はコロナの最中ではありましたが、希望するレベル

同士の交流戦の形で実施しました。U-18 女子にも定期的にフットサルをやりたい子たちが増えてきて

いるので、女子リーグを何とかしようという話をいま進めているところです。 

2021 年 3 月 13 日の公開サロンは「東京都における U-18 フットサルの 20 年」と題して開催し、TFA

フットサル委員会として冊子にまとめました。そこで「次の 10 年は U-18 女子のフットサルに力を入

れる」ことを述べています。今後に注目です。 

では本多さん、続けてもらえますか？ 

 

 

Ⅱ．U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの現状と課題（本多克己） 

－コロナ禍での大会運営と動画配信の取り組み 

  －各地域リーグの 2021 年度実施状況など 

 

１．U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ創設まで 

今日参加されている北海道から九州までの皆さんとは、ゼロから大会を作っていく中で、いろんな

形でご一緒させていただきました。本日、こういう形でお会いできて、大変嬉しく思っています。 

私自身はホンダカップという大会

を主催してきました。U-18 カテゴ

リーを 2010 年に立ち上げ、第 1 回

の優勝は名古屋オーシャンズです。

その翌年、写真は中塚先生のお話に

あった作陽と名古屋オーシャンズの

決勝戦ですが、「U-18 フットサル

トーナメント」でオーシャンズが初

代チャンピオンになりました。 

大会をやっていくうちに、カップ

戦だけでなく、リーグ戦をしっかり

やってほしいと思うようになり、

2017 年から NPO サロン 2002 で

「U-18 フットサルリーグチャンピ

オンズカップ」をはじめました。 

また、「GAVIC CUP ユースフットサル選抜トーナメント」は、私たちが立ち上げた大会が日本フッ

トサル連盟主催となり、選抜大会として行われていたものですが、2018 年以降は開催なしとなってい

ます。しかしいま、兵庫県フットサル連盟の方でもう一度同じような枠組みでやっていこうというこ

とで、2023 年 3 月の開催に向けて準備しています。皆さんと連携して進めていきたいと考えます。 

U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 1 回目は静岡で開かれ、地元「HeroFC」が優勝。2

年目はオーシャンアリーナで開催し、ここでも地元のサントス、ブラジルの匂いがするチームが優
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勝。3 年目から長野県に舞台を移

し、京都から参加の京都橘高校が優

勝します。地元クラブ、Ｆ下部、そ

して 3 年目は高体連サッカー部のチ

ームが優勝ということで、いろんな

チームが活躍してくれて、この大会

をつくってよかったなと思いまし

た。4 年目はシュライカー大阪。毎

回、優勝候補は東京都代表と神奈川

県代表と言っていましたが、5 年目

にしてようやく東京都が優勝しま

す。6 年目、今年の正月はフウガが

本当に素晴らしいフットサルを見

せ、圧倒的な強さで優勝しました。 

チーム数は。8 チームからスター

トしましたが、ここ 3 年間、おそら

く本年度も 16 チームのノックアウ

ト方式での開催となります。 

 

２．コロナ禍での大会運営と動画

配信の試み 

去年、今年の 2 年間は、コロナ禍

での運用ということで、チームの皆

さんや長野県連盟を中心にした運営

の方にも本当にご協力いただき、大

会を開くことができました。 

その中での大きなトピックとし

て、動画配信の試みが挙げられま

す。高校生のご家族、保護者の方

は、試合を見に行きたくてもコロナ

で無観客にせざるを得ない状況で

す。そこで試合の映像を配信しまし

ょうということで、関係者限定で、

2021 年は Zoom、今年は YouTube を

用いて、試合映像を配信しました。

今日も参加されている富山の橘さ

ん、サロンファミリーの磯さん、本

郷さんらの協力で何とか運営できま

した。 

決勝戦は素晴らしい試合でした

が、「888 回視聴」という数字が出

ています。本来であれば何千人にも

見ていただきたい試合でしたが、関
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係者のみということで視聴数が限定されています。コロナ禍で無観客試合となっていますが、やはり

皆さんの活躍をさらに知っていただく、発信していくために、今後は公開の方向も検討の対象になっ

ていくのではないかと考えています。 

決勝戦は多摩大学監督の福角さんが解説してくれました。みんなダウンコートを着て、寒い中での

解説です。ボランティアで解説してくれましたが、選手たちにとっても素晴らしい経験になったのは

ないかと思います。 

 

３．第 7 回大会（2023 年 1 月）概要 

本年度の大会も例年通り、1 月最初の土日開催ということで、1 月 7～8 日に「ことぶきアリーナ千

曲」を予約させていただいています。主管は長野県フットサル連盟、後援に長野県教育委員会、千曲

市、地元の観光局や旅館組合にも入っていただき、地域密着で開催したいと考えています。温泉街の

旅館もコロナで厳しい状況でしたが、高校生が全国から集まってくれるということで、地元の皆さん

にも喜んでもらえる大会になっています。 

現時点で私たちが把握しているリーグは、北海道、宮城、南東北、埼玉、東京、神奈川、富山、福

井、長野、静岡、愛知、京都、大阪、兵庫、和歌山、熊本の 16 リーグです。今年 1 月の第 6 回大会

は、この中で南東北、和歌山、福井が、コロナ禍でリーグ戦ができなかったということで、代表チー

ムを送ってもらうことができませんでした。来年の正月は、できれば 16 リーグから 16 チーム参加で

開催したいと考えています。これ以外にも新しいリーグが創設されているかと思いますので、情報が

ありましたらぜひお知らせください。ただしその場合、全リーグからの出場が難しくなるので、どう

いう形でチームを選ぶのかが課題となってきます。 

どういうリーグが対象となるのかと

いうことで、2019 年、コロナ前に示し

た基準をスライドで示しました。厳密

なものではありませんが、「原則とし

て 5 チーム以上、3 日程以上、3 か月以

上にわたって日常的に開催される、地

域または都道府県のフットサル連盟が

主催、主管、または後援するリーグ」

としています。先ほど中塚さんから話

があったとおりで、「5 チーム、3 日

程」が重要なのではなく、「各地域で

日常的に開催されているリーグであ

る」ということが前提です。ただ、ガ

イドラインを設定する必要があるだろ

うということで、「原則として」という形で設定しています。昨年度、一昨年度は、コロナでなかな

か開催しにくいということで、緩和した形で適用しています。 

大会事務局として各地のリーグ関係者と話していると、「リーグチャンピオンズカップの予選」と

いう言葉が出てきます。ここまでの話のとおり、予選をやってもらっているのではなく、まず各地域

のリーグがあり、そのうえで優勝チームが出場資格を得る、という考えです。「そもそもリーグとは

何なのか」ということを本日皆さんと共有し、皆さんが地域に持ち帰り、リーグ運営していただけれ

ばというのが我々の思いです。 
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４．各地域リーグの状況 

＜2021 年度 各地域の U-18 リーグ実施状況＞ 

 

 

2021 年度のデータですが、どのような形でリーグ戦が行われていたかを調査した結果をまとめまし

た。回答いただいた順に並んでいます。これをみると、神奈川が 20 チーム、東京が 17 チーム。充実

した、歴史のあるリーグになっています。それに次いで参加チーム数が多いのが、第 1 回大会が行わ

れた静岡で 14 チーム。また、後ほどコメントいただきますが、橘さんを中心に進めていただいている

富山県が 12 チームです。首都圏の東京、神奈川が先行して進んできた U-18 フットサルリーグは、静

岡であったり富山であったり、人口にかかわらず地方で活性化されているリーグもあるということが

わかります。 

要は「誰がやるのか」ということです。皆さんと接する中で、東京だから、神奈川だからできたと

いうことでなく、それぞれに中心になって動いた人がいたからできたということを実感しています。

その人と一緒に「これおもろいぞ！」と感じて、たくさんの人を巻き込んでいった過程が、U-18 リー

グの活性化につながっているのだと思います。今日お集まりの方々は、その先頭に立って走り続けて

いる皆さんです。この勢いをさらに地域で盛り上げていただき、その勢いをほかの地域にも広げてい

きたい。今日はそういったことを発信していくきっかけになればいいと考えています。 

駆け足ですが、私からは以上です。 

 

 

Ⅲ．各地域の現状 

中塚：こちらで用意した話は以上です。ここからは、本日ご参加の皆さんから、各地域の状況をざっ

くばらんにお話しいただければと思います。うまくいった話だけでなく、地域に固有の問題や、皆

が共通に抱える問題も出てくるのでと思います。例えばサッカーとのスケジュール調整の問題な

ど、私からもいくつか問題提起させてもらいました。それぞれの状況をお話しいただけないでしょ

うか。 
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１．2021 年度の各リーグの状況と 2022 年度の見通し（各リーグ関係者） 

本多：事前に私の方から、何名かの方にお声がけしてあります。その方から順にコメントをいただけ

ればと思います。北からでどうでしょう。北海道の荒川さん。苦労して運営している北海道の状況

があるかと思いますが。 

 

１）北海道 

荒川：こんにちは。先月の DUO リーグの時も参加させていただきました。 

「日常的に」という言葉に敏感になっています。日常的に行われるリーグが、北海道ではなかなか

できないのが現状です。コロナ前においても、基本的にワンデーであったり。参加するチーム数が 1～

2 チーム増えてきた中で、3 日程、4 日程と、徐々に広げてはきましたが、いかんせんチーム数が増え

ていかない状況がずっと続いています。 

北海道はご存知のように。一年のうち半分ぐらいは積雪状態になっています。積雪でサッカーがで

きなくなるので、カテゴリーによって差はありますが、小学生、4 種では冬場は室内サッカー、フット

サルに取り組むチームが多いのです。だから逆に、伸びしろが非常にないと感じています。冬場はフ

ットサルをやるもんだとなっていますが、そこからフットサルに専門的に取り組むチームが増えてい

かないのです。あくまでも冬場のトレーニングの一環ということで終わってしまう。U-18 年代、高校

の部活のコーチや監督に話を聞いてみても、フットサルに向いている生徒はいるし、フットサルをプ

レーしたい生徒もいる。しかし学校の方針だったり指導者の引率問題があってなかなか踏み込めな

い。カレンダーが被っていなくても、指導者が付いていけないので参加できない。こちらが用意す

る、と言ったら言葉が悪いんですけど、大会を作ったりしても、なかなか参加ができにくい状況で

す。サッカーカレンダーを見ながら、インターハイが終わったあたりから 11 月、12 月にかけてやるの

ですが、北海道は広いので、端から端まで行くと、東京から大阪ぐらいまでの距離になります。冬場

になると交通障害、雪害もあり、移動も非常に難しいところです。 

U-18 のチャンピオンズカップに参加させてもらうようになったのも、チームにモチベーションを持

ってもらおうというねらいがありました。我々の方で、優勝チームにはチャンピオンズカップへの出

場を義務付けしているような形で進んできています。 

しかし 1 月の第 1 週目の土日に、北海道では JFA、全日本の社会人の北海道地域予選とかぶってい

ます。大人の試合ですが、若い世代も、社会人と一緒にプレーしているチームやフットサルに特化し

ているクラブチームだと、U-18 だけで全国大会－長野のチャンピオンズカップにスケジュールを合わ

せて参加がしづらい状況があります。マイナス面の話ししか出てこなくて恐縮ですが…。 

私も日本連盟の地域選出理事をやらせてもらい、最近はガバナンス整備ということで、各地域の連

携プロジェクトなどで東京や関東の U-15、U-18 の取り組みなどをお聞きしています。仕掛けの方法だ

とか、参考になることはないかなあと、耳を大きくして聞いていますが、なかなかうまくいきませ

ん。ちょっと長くなりましたが、以上です。 

 

２）東京 

有吉：東京都リーグの有吉と申します。よろしくお願いします。 

中塚先生からも東京都リーグの話がありました。その通りなのですが、リーグ立ち上げ期にはいろ

んな苦労がありました。いま北海道が苦労されている話がありましたが、東京都も最初は、桜田先

生、通信制の学校の先生の思いが強くありました。通信制の夜間学校で年齢層も幅広く、二十歳にな

る方も通っている学校の先生として「フットサルを通して、彼らにルールを教えたい」の思いです。

挑戦して失敗する経験。違反してイエローカードやレッドカードが出ると仲間に迷惑がかかる。そう

いうことをフットサルを通じて教えたい。そんなところから、中塚先生の言う「日常的にフットサル
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を」というところから始まったのが東京都のフットサルリーグです。ですので、どこかが場所を用意

したとかではなく、趣旨に賛同したチームでコートを取り、参加費を取り、始めました。自分たちで

ラインを引き、審判も協会にお願いするのでなく高校生自身が資格を取ってやり、記録をつける。す

べて自分たちのリーグの中でやっていくところから始まったのが東京都のリーグです。 

ですから、かっこいいことじゃなく、本当に最初はこういう話し合いの中で、「ラインをテープで

まっすぐ引けたら賞状をあげよう」とか。そんなちょっとしたことに対して評価をしてあげるという

話から始まって数年が経過します。いまでこそ F リーグの下部組織もいて、勝負の世界という形にな

っていますけど、いまでも審判は基本的には高校生が自分たちでやり、オフィシャルの仕事、記録な

ども高校生自身がやっていく形で運営しています。 

確かにチーム数は他県よりも多く、出やすい環境なのかもしれませんけど、選手数の多いところば

かりでなく、クラブチーム、うちなんかもそうですが、毎年ひーひー言いながら出ているところも多

くあります。F リーグの下部組織でも、今年のセレクションに 3 人しか来なかったとか、そんな話も聞

いています。正直言って、いまの高校生年代に、フットサルが本当の意味でどこまで受け入れられて

いるんだろうか疑問です。逆に、サッカーに情熱を持っていやってきたけど、ドロップアウトして、

その先にフットサルがあった。けどフットサル連盟に所属して真剣勝負をやっている場だから、決し

て練習も楽じゃないんですよね。そうするとやっぱりこちらでもドロップアウト、フェードアウトし

てしまう。結局、そこで我慢できない子は、こちらでも我慢できないということが結構あります。こ

の年代の特徴かもしれませんが、そういうことを感じながら、運営しております。 

僕自身はサロンフットボール時代から長く関わり、もう 35 年ぐらい、室内のフットサル、サロンフ

ットボールから関わってますけど、実は北海道は昔からすごくサロンフットボールが盛んで、フェス

ティバルが北海道にあったんですね。サロンフットボール時代、3 つの大会が日本国内で行われてい

て、いまも沼津で一つ、選抜大会か社会人の大会があると思いますが、沼津のと、北海道のが全国大

会みたいな感じであって、毎年、サロンフットボールの大会で北海道に行かせてもらっていました。

ですから北海道も、そういう昔からの歴史のあるものがたぶんあると思うので、ぜひそういうところ

とも連携できたり、ほかの地域と交流できたらなと思います。よろしくお願いいたします。 

 

本多：ありがとうございます。次は富山の橘さん、お願いできますか。橘さん自身は高校の先生で、

高体連との融合がうまく進んでいるようにお見受けします。そのあたりもご報告ください。 

 

３）富山 

橘 ：富山県の橘です。よろしくおねがいします。いま言われたように、富山県はどちらかというと

「大会ありき」からスタートしているところが強いかなと思います。ただし、フットサルがやりたく

てやっておられた方々がもともといらっしゃった。それは特に、富山県の西側の高校で、砺波地区と

いうあたりになります。そこにひとつ体育館があり、冬場は結構フットサルに貸してくださいます。

富山は北海道のように、冬場はフットサル、というところがあるんです。先ほどの中塚先生の話にも

ありましたが、「フットサルやってるやつらって体育館壊したりして嫌だよね」というレッテルを貼

られてまして、貸してくれる体育館がなかなか増えない、逆に減っていくような状況がありました。

その中でも貸してくださる体育館があったということと、冬場になると北海道と同じで、雪の影響で

高校生たちがトレーニングができない。それをフットサルでやらせたいという考え方を持った方がお

られました。 

始まった頃、私はまだ中学校教員で、高校に赴任したところで選手が 7 人しかいないサッカー部の

顧問をしていました。私はその時点で、フットサルを北信越リーグの選手としてやっていましたが、

サッカー部の方は人数が少ないのでサッカーのリーグに出られない。がんばってやっているけど舞台
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がない。そういう中で、フットサルならさせてあげられる。私もフットサルのことはそれなりにわか

っていたので、県の東側にリーグを作りました。そして西側と東側で、交流じゃないですけど、最後

に順位決定戦をするとちょっとした大会形式になるところからスタートしました。 

しかし、どこのチームに参加していただくかを考えた時、東京都みたいにそこらへんでサッカーを

している高校生はなかなかいません。サッカーしてる子はみんな、高校でサッカーをしている形なの

で、フットサルをしてみたいと思ってもらえる高校に声を掛ける形で広げていきました。どんな高校

が該当するかというと、まず私が見ていた学校のように、部員数がものすごく減っていたチームで

す。こんなことを考えています。子どもたちに試合をさせてあげたい。一緒にどうですか。こんなと

ころからお声掛けしました。また逆に、強豪校で部員をたくさん抱えていて、試合をさせてやる場が

ないところにも声掛けしました。これがまず、チーム集めというところです。 

富山県の西と東でやるんですが、フットサルで体育館を借りられるところがなかなかないので、運

営できるぎりぎりが 6 チーム。1 日 3 試合がマックスです。なので、この形でいまのところやっていま

す。運営できるかできないかというのは、フットサルを知っている方がおられるかどうかなので、先

生だけで回そうとすると難しいのが現状です。ただし富山県はメリットがありまして、私立高校もそ

うですが、学校が体育館を二つずつ持っているんです。冬の間、雪のため外で活動できないので、外

の部活も体育館の中でやります。しかも、ただ二つあるだけでなく、ほとんどの学校は、一階がピロ

ティで、二階がフロアという、すごく充実した施設が学校にあります。これを使わない手はないなと

思っています。ゆくゆくは学校の体育館を活用できるようにしたいですね。いま部活動改革で、日曜

日が空くということがあります。そこで我々は土曜日を休みにして日曜日に使わせてくれないかと交

渉しています。バスケ、ハンド、バド、卓球、バレーボールなどにお願いして、なんとかお借りでき

ています。 

もう一つ、サッカー部の顧問をされる先生も、サッカーを経験された方ばかりではありません。無

理やり審判の資格を取らされ、引率もさせられ、「なんでこんなリーグ戦があるの」と思っている方

もいらっしゃいます。引率はいいけど審判はいやだなという方には、「フットサルは審判を選手にや

らせるんで、やりませんか」と声掛けをしています。サッカーもフットサルもわからない先生にも、

「来ていただくだけでいいので」と引き込んでいます。 

審判を選手たちにやってもらうというところで、全日本 U-18 の大会を開催するに当たっては、帯同

審判が求められます。なので公認の 4 級審判資格を取って欲しい。しかし、資格を取るだけで大会で

笛が吹けるかと言えば難しい。そこで、リーグ戦の中で、失敗しながら経験していくこともできれば

と考えています。 

先ほど本多さんも言われていた高体連との融合。富山県はほとんどが高体連なので、逆に言うと、

冬の大会にも参加してもらった VIENTO U-18 のようなクラブ、U-15 が基本のクラブチームですが、そ

この子たちが中学校の仲間で集まってフットサルに出場するようなことがあります。指導者の志もあ

り、参加していただいています。 

やはり富山県から見ると、新潟県の帝京長岡高校。フットサルで全国大会に優勝、準優勝されてい

てニュースにもなりましたが、高校サッカー選手権でも結果を出しています。これを高校の先生たち

にも事あるごとに PR しながら、こんな指導をされてみてはどうですか、ということで仲間を増やして

いるところです。 

その中で不二越工業高校、こちらもリーグチャンピオンズカップに参加されましたが、2 年前には高

校サッカー選手権の県大会でベスト 4 まで久々に進出されました。「これは明らかにフットサルのお

かげです」と、私は皆さんに言うようにして、また新しい仲間づくりができていけばと思います。 

いま富山県で起きていることとして、フットサルに関わってきた大人、フットサルをプレーしてき

た方や、いまのフットサル連盟の理事長や、県協会のフットサル委員長が、いま高校サッカー部のコ
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ーチになり始めています。フットサルをやったことのある人が高校のサッカー部に入って行くことが

始まっていて、そのチームとやるサッカーがとても面白いです。フットサルのエッセンスが入ってき

ているので、そういうことをお話ししながら、試合前も、試合後も、「あー、やっぱそれやってきた

よね」みたいなことを言いながら、アフターマッチファンクションがいっぱい出てくるような環境に

していけたらなと思っています。 

数年前の話ですが、いまは JFA の指導者養成のチーフをされている前川さんが、富山県にアシスタ

ントユースダイレクターという職務でいらっしゃったので、色々アドバイスをいただきました。選抜

活動も少しずつやっていたところだったのですが、コロナの影響もあって大会もなくなりました。富

山県は、大会があるということが、例えば選抜チームを招集する口実になっていたんです。今度また

開いていただけるということなので、ちょっと期待をしているところです。 

まとまりませんが、富山県の情報はこんなところです。長くなりました。ありがとうございます。 

 

４）兵庫 

﨏田：よろしくお願いします。本多さんから少し話をしてくれということで、資料をみて振り返って

みました。兵庫だけでなく関西の U-18 についても触れたいと思います。 

私の勤務校は兵庫県の神戸国際大学附属高校です。フットサルは 2003 年に、同好会から立ち上がり

ました。最初は社会人のワンデー大会があっただけです。ただ、2010 年前後ですかね、施設連盟の選

手権に U-18 のカテゴリーがあるということで、二回ぐらい関西の同年代のチームと初めて対戦をする

機会があったのが 2010 年ごろだと思います。 

ただ、先ほどもありましたが、そこには本当に素行のよろしくない、うちもよろしくなかったんで

すが、ふざけるだけのチームとかが出てきて、2011 年ぐらいで止まったと思うんです。せっかく同年

代のチームと試合をする機会があったのですが。子どもたちも、大人たちはでかいとか、なんかずる

い、みたいなことを言い、やっぱり同年代とやりたいという思いが強くなってきたところに、本多さ

んとの出会いがありました。2011 年の終わりぐらいだと思います。本多さんが「U-18 のフットサルを

盛り上げたい」との話があり、志が同じなので「私も協力させてください」となりました。 

まずカップ戦ですね。毎年夏に、神戸のグリーンアリーナで行われるグリーンアリーナカップは、

2012 年が 1 回目です。そこで本当に初めて、全国のいろんなチームの方々との出会いがありました。

こういった同年代との戦いをぜひ日常的なものにしていきたいということで、「本多さん、リーグを

立ち上げてくださいよ」と言ったら、「いや、それは違う。カップ戦は主催者が用意するけど、リー

グは自分たちでやるもんや」と。 

それはそうだなということで、第 1 回グリーンアリーナカップで出会った大阪のチームの人たち

や、岡山作陽高校など、府県を超えてリーグ戦を始めませんかとなりました。岡山も入っているし、

当時は各府県の連盟、協会の公認も一切なかったので、兵庫という名前を使ってはいけない、関西と

いう名前も使うなということもありました。まあ西でやってるんで、「ウエストリーグ」が立ち上が

ったのが 2013 年です。 

2013 年にウエストリーグを立ち上げ、最初は 6 チーム、最終的には 10 チームぐらいになりました。

いまは解散したようなチームもいくつか存在しますが、京都の gatt さんからは、いま府中アスレの上

村充哉君が日本代表選手に選出されていたり、クラーク高校からは、アンダーカテゴリーの代表にか

らんでくるような選手も何人かおりました。 

ただ、やはり広域開催には無理があります。「近場でやる」ところで発展的に解消し、兵庫、奈

良、大阪、京都の個々にリーグを組織する方がいいんじゃないか、各府県リーグを盛んにするほうが

いいんじゃないかとなり、ウエストリーグは 2013、14、15 年の 3 年間で終え、2016 年に発展的に解消

し、各府県リーグを立ち上げることになりました。残念ながら岡山県はリーグが立ち上がっていませ



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2022年 5月 公開サロン報告 

22 

 

んが、兵庫、大阪、京都ではリーグ戦ができています。日常というか、長距離を移動することなく、

県を跨がないでリーグ戦ができているところです。 

兵庫に関しては、最初は 4 チーム。2013 年に 4 チームから始まって、昨年度は 2 クラブが AB の 2

チーム出した関係もあり、6 クラブの 8 チームで実施しました。本校のような高校のフットサル部、ク

ラブチーム、F リーグのデウソン神戸の下部組織、初めて高校のサッカー部からも参加がありました。

先ほどから話が出ていますが、部員数が減ってきて、サッカーは 11 人ギリギリだけどフットサルをや

らせてもらいたいということで入って来られました。最初はルールの違い、オフサイドがないところ

で、サッカーではありえない得点が生まれるなど、ついてこらなかったのですが、ここの監督さんが

熱心な方で、毎試合、動画を撮影して研究され、リーグの後半にはすごく強くなりました。サッカー

をやってる関係でもともとフィジカルが強いこともあります。最後は普通にフットサルとして戦える

ようなチームになりました。やっぱりサッカーの子たちは成長が早いなと思います。サッカー部が出

てくるワンデーのカップ戦とかに出ると、予選のグループリーグでは勝てるんですけど、徐々にその

子たちがフットサルに慣れて来て、決勝で負けちゃうなんてことを過去に何度も経験しています。サ

ッカーの子たちのポテンシャルはすごいなあって思いましたね。 

今後の話ですが、兵庫県ではいま、サッカーをやっている高校がこのリーグに入ってくることはな

かなか難しいところです。彼らは彼らでリーグ戦の日程があります。兵庫県としては、リーグチャン

ピオンズカップまでには優勝チームを決めたい。ほかの県、例えば熊本県は、前期の優勝チームが長

野に行けるようにしています。兵庫は、途中じゃなくて最後まで、本当に 1 位を決めたところで行き

たいということで、11 月末ぐらいで終わるようにしています。そうするとサッカー部はなかなか出ら

れません。それとは関係なく、1 月、2 月、3 月のアフターシーズンのところで交流戦みたいなもの

を、サッカーをやってる子も交えてできればと思っています。先ほど本多さんから話がありました

が、兵庫県連盟としては 1 月、2 月、3 月に、かつてあった選抜大会をぜひ復活させたい。ぜひほかの

地区、地域のみなさんに協力していただき、来年 3 月に兵庫に来ていただいて選抜チームの交流戦を

やらせていただければなと思います。ご協力をお願いします。 

 

５）熊本 

鶴田：熊本県の鶴田と言います。よろしくお願いします。 

熊本のリーグ戦は、今期で 12 回目を迎えます。チーム数は、第 1 回からいままでずっと 7 チームぐ

らいでやってきて、大きく変動はしていません。立ち上げの 3 年間ぐらいでリーグ戦を作り、その後

4，5 年目ぐらいで安定期に入り、ここ 1，2 年でまたリーグを進化させていこうみたいな流れがフット

サル連盟の方でもあります。そのあたりの話をさせていただきます。 

参加チームは、立ち上げのころは各都道府県の皆さんがおっしゃってたように、サッカーをする場

所がない子たちや、発散する場所がない子たちが多く、かなりリーグ戦も荒れていました。あとは整

ってなかったり時間通りに来なかったりということが多かったです。ここ数年、リーグチャンピオン

ズカップの影響もあって、リーグとして競技の価値がすごく高まってきました。スポーツとして真摯

に取り組んでいこうみたいな流れができています。表現として、中塚さんがおっしゃっていた、フッ

トサルは「遊び」っていうところですね。そこに対して、位置付け的に正しいのかどうかはわかりま

せんが、ただ選手間で競い合ったり、自分たちの活動の価値を見出しているという意味では、すごく

大きな影響をいただいていると思って感謝しています。 

参加チームですが、前期のリーグが終わって、後期リーグで最終的な順位を決めるときに日程が足

りなくて、上位リーグと下位トーナメントに分ける形を取りました。参加チームは、クラブチームが 1

チーム、高校のフットサル同好会、国府高校がずっとやっていますが、そこが 1 チーム。それ以外は

すべて高校のサッカー部です。サッカー部は、第一高校の監督さんがフットサルを過去、九州リーグ
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でプレーされていて日本代表になった経験もある人なんです。その人が監督をされているので、サッ

カーにフットサルが生きるという観点で参加されています。あとは鹿本高校、上天草、球磨中央。こ

の 3 校は。サッカー部として部員数がちょっと少ないチームです。あと、過去には秀岳館高校といっ

たサッカーの強豪校も、トップチームに入っていない選手たちの活動の場として活用してもらったり

されてました。ここ数年参加していません。 

ここ 1、2 年ですごく活発になりそうだなという見通しで行くと、第一高校さんですね。フットサル

をされていた監督さんが、サッカーの 2 種委員会の全チームにフットサルリーグの案内を流してくれ

ました。それでチーム数が今回も何とか 7 チーム集まった。このようにサッカーの 2 種委員会との連

携をうまくとるパイプ役の人がいれば、チーム数も確保できていくと思います。リーグをするにあた

って、参加チーム数はすごく重要な要素になるので、参考になればと思います。 

去年の要項ですが、期間でいうと去年は 6 月からとなっていますが、実際には 7 月にスタートし、

12 月に前期を終えるスケジュールです。もともとはサッカーチームがスケジュール調整しやすいよう

に、今月はこことここが候補日ですというのをこちらからお知らせして、参加可能な日程を聞いて、

参加可能な日程にあてはめていく形をとっていました。運営側の手間がかかって労力も費やしたんで

すけど、そうでもしないとなかなかサッカー部の調整がきかないようなところもありました。ここ 1、

2 シーズンは、こちらからスケジュールを提案し、各チームがそれに合わせて動く形が取れるようにな

ってきています。 

開催場所は、県内の公共施設と、EFK フットサルフィールドです。過去 8 シーズンぐらいはずっと

民間フットサル施設の人工芝の上でやってきました。ただ昨シーズンから、県の連盟の方でも育成年

代に力を入れようという方向性になり、社会人フットサルリーグの会場を、前後に余白を作って U-18

リーグを入れてもらえるようになり、昨シーズンから全試合体育館で開催することができています。 

各都道府県で状況は違うと思いますけど、フットサルの中でも 1 種の社会人リーグとうまく連携を

とれば、会場の確保もうまくいったと感じたので、これも参考になればと思います。 

どのように運営しているかというと、フットサル連盟が一人担当をつけてやっています。試合当日

の運営は、各都道府県の皆さんと同じように、選手たち主体で審判と会場設定をすべてやるようにし

ています。 

リーグとしては普及と底辺の拡大の部分を大事にしているので、多少のミスには目をつぶりなが

ら、社会人リーグとクオリティーは全然違いますが、向上心を持ってミスしている分にはしっかり大

人が支えていこうという形でやってます。こんな感じでリーグ戦が進んで来て、おかげさまでどんど

ん発展してきていると実感しています。 

リーグの中で起こったできごとを一つお話します。2022 シーズンにペスカドーラ町田からバサジィ

大分に移籍した、本石猛裕という選手が熊本出身です。かなりわんぱくでやんちゃな性格ですが、そ

いつが高校生のとき、高校 3 年生の秋の選手権が終わって、うちのチームに入ってきました。大学の

進路がサッカーで決まっていて、そのためのトレーニングとしてフットサルをさせてくださいという

ことです。「みんなとも仲良くなったし、じゃあ U-18 リーグチャンピオンズカップに一緒に行くか」

って聞いたら「行きます」ってことになり、参加しました。そのときの移動のフェリーの中で、「鶴

田さん、俺、大学でサッカーやろうと思ってたんですけど、フットサルで日本代表になる可能性があ

るのならば、チャレンジしてみたいです」っていう相談を受けました。いざリーグチャンピオンズカ

ップに出た時に、当時の日本代表監督、U-20 の代表監督だった鈴木隆二さんからお声掛けをいただ

き、彼は大学サッカーで決まってた進路を再度考え直し、フットサルで多摩大学に進学し、日本代表

を目指しチャレンジする流れになりました。進路に関してはいろんな方にすごく迷惑もかけました

が、彼がいま日の丸を背負ってプレイしている原点が、この U-18 リーグとリーグチャンピオンズカッ

プにあります。一人の若者の人生に大きな影響を与えたなというところで感謝しています。 
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今後についてです。熊本はここからチーム数も増やしていこうということで、サッカーの 2 種委員

会と連携してやっていこうとしています。また、九州では熊本しか U-18 フットサルリーグがないので

すが、福岡県が開催する噂もちらっと聞いています。正確な情報が入ってきてないので、入り次第、

連絡差し上げます。こんな感じで熊本県の U-18 フットサルリーグは進行してきました。 

 

本多：ありがとうございます。鶴田さんに話をお願いし、最後にこんなええ話が出てくると思ってな

かったんで、ちょっと驚いてます。ありがとうございます。 

最後になりますが、これからの日本の U-18 世代のフットサルの絵を描いていらっしゃいます、大友

先生お願いします。 

 

６）神奈川 

大友：こんばんは、大友です。荒川さんとは日本連盟のガバナンス、交流会の方でお会いさせていた

だきました。あと有吉さんとも関東の方で顔合わせさせてもらっています。 

神奈川県横浜市の武相高校に、生徒たちの熱意でフットサル部が出来て、今年で 20 年になります。

2002 年のワールドカップイヤーにフットサル部が立ち上がり、当初は学校の片隅でボールを蹴れたら

それでよかったんです。ただ、だんだん欲が出てきて「先生、大会出ましょう」と大会に出るように

なりました。 

硲田先生も先ほど話された通り、当時はとにかく大人しかいなくて、フットサル施設の大人のエン

ジョイ大会に参加していました。当時はフットサルがものすごい人気で、募集したらあっという間に

全部埋まる。だから、コートを予約するのも大会に申し込むのもなかなか大変な状態だったんです。

2003 年には社会人リーグに出るようになりました。自分はというと、資格も経験もないものですか

ら、まず 4 級審判の資格を 2003 年にとり、2004 年に 3 級審判に昇格し、サッカー協会の試合の笛を吹

くようになりました。そこからコネクションができ、その翌年にはサッカー協会に入った次第です。

高校生の大会を見つけて、東京都の U-18 大会に出たいと電話をしたら、神奈川県のチームはお断りと

なりました。そこで、神奈川でも作ってくださいと神奈川県サッカー協会にお願いをしたら、いや、

君が入って作りなさいと。これが協会に入り大会を立ち上げることになったきっかけでした。2006 年

にカップ戦ですが、神奈川県 U-18 大会を作りました。この U-18 フットサル大会をやって、自分たち

でも作れるのだという経緯がすごく大きかったと思います。何もなかったからこそ、立ち上げること

ができました。今振り返ると、審判員を行っていること、学校の先生であることが、協会に入る条件

として整っていたのだと感じています。 

カップ戦が年 1 回じゃ物足りないから、2007 年には年 2 回に増やし、3 年目の 2008 年にはリーグ戦

をやっちゃおうとなり、2006、07、08 年の 3 年間で、カップ戦その 1、カップ戦その 2、そしてリーグ

戦まで一気につくって行ったのをよく覚えています。 

もちろん順風満帆ではなく、初年度リーグは 8 チームで始めたんですが、翌年には 6 チームに減り

ました。3 年目に 9 チームとなりました。そこからは少しずつ増え、ここ 4、5 年は 20 チーム前後でや

っています。ただ、たぶん自分が、言ってみればワンマンでやってきていることが弊害であり、伸び

悩みの要因ではないかと考えています。30、40 チームというのは、いまのところ想像がつきません。

20 チームと言っても、毎年 3 チーム増えて 3 チーム減っている。このところ停滞状態です。 

神奈川県の U-18 フットサルリーグで、自分が面白いと思っていることの１つは、慶応高校のフット

サルサークルが参加していたことです。この子たちは親も巻き込み、2015 年から 7 年間、リーグ戦に

エントリーしていました。いわゆる指導者なしのチームが、自分たちだけで、ユニフォームの発注か

ら大会登録、合宿の手配まで、すべてやっていました。たぶん高体連とか、そういった現場では考え

られないようなものも受け入れられるリーグでした。先ほど DUO リーグの話を中塚先生がおっしゃい
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ましたが、こういったチームも参加できたのがすごく面白かったですね。慶応高校のチーム自体は、

なくなったわけではないんですけど、昨年度リーグで全敗し、ここ数年勝てなくなってきているのも

あって、リーグ戦への参加を見直すということになってしまったのは残念です。 

一方で、今年度久しぶりにサッカー部が参加しました。20 チームの中に高体連のサッカー部は、鶴

見大学附属高校と光陵高校の 2 校だけ。鶴大が 2 チーム出しているので 3 チームしかいないという、

ちょっと寂しい状態だったのですが、久しぶりに高校サッカー部が 1 チーム増えました。7 人しかいな

いそうで、サッカーに出られないのでフットサルに出たいと。今年から赴任したサッカー部の顧問の

先生が、選手たちに試合を経験させたいという思いで参加していますと。こんなに熱意のある先生

に、どこでフットサルをしていたのか聞いたら、北海道の出身で、フットサルはサッカーと並行して

ずっとやってきたので、ぜひ子どもたちにもフットサルをやらせたいんだと。そういった繋がりも生

まれてくるんだなって感じたのが、つい最近のできごとですね。そういったいろんな人と人との繋が

りを大事にしながらここまでやってきています。 

 

２．U-18 フットサルの今後 

大友：リーグ戦も、東京都、神奈川県で、もう 15 年。たぶん静岡も同じ年数になります。静岡は年 2

回やっていた時期もあるので、回数だと静岡県の U-18 リーグが一番多いんです。けど、15 年やってき

て 47 都道府県を振り返ると、全く普及してない。これは、僕がこの立場で言っていいのかわかりませ

んが、オフィシャルの組織、日本フットサル連盟がもうちょっと頑張るべきだったと感じています。 

いま自分は、神奈川県フットサル連盟の理事長になってもう 7 年ぐらい経ってるのかな。今年度か

らは関東フットサル連盟にユース委員会を設立してもらい、ユース専門委員会の委員長に就任しまし

た。どうにか関東モデルというのを 9 地域に示せるようにしてほしい。関東モデルと言っても、例え

ば、北海道、東北、それぞれいろんな取り組みしてるのも重々承知しています。北信越もそうです

し、わかっているのですが、情報を整理して提供することができればと考えています。 

先ほど橘先生が「要項をください」とおっしゃっていました。例えば本多さんを介して皆さんに、

神奈川の要項はこんなですよとか、そういったものを提供できればいいかなと思っています。繰り返

しになりますが、日本連盟の方で本腰入れて地域大会をやりましょうと、こういった取り組みができ

ればいいなと思っています。 

あとは、先ほど立ち上げの話をしたんですけど、神奈川では 3 年間でリーグまでたどり着いたこと

を考えると、やはり「そのうち」っていうのはよくなくて、3 年間でステップアップを見つけていくの

がすごく大事だと思います。 

中塚先生の最初のお話で示されていましたが、カレンダーづくりはすごく大事だと考えます。例え

ば、各都県リーグが 6 月からだいたい 2 月、1 月位まで。リーグ戦を実施するために、カップ戦もすご

く大事になってくるんじゃないかと思います。実際、神奈川県のリーグは、ほとんどの場合はカップ

戦に最初出てくれたチームです。特に参加費の安い大会。2 月はカップ戦に 1 万円で出られるんです

ね。補助金もある。このカップ戦でチームを新規開拓すると、やる気のあるチームはすぐそのまま全

日本選手権予選に来てくれるんです。全日本選手権に出てくれたら、じゃあリーグにも参加してみよ

うかな、となる。このステップで一気にリーグまで行ってくれる。普及大会という意味では、毎年夏

に、これが立ち上げの大会でもあるのでリーグカップのような状態になっている。リーグがいま 1 部

と 2 部に分かれてしまったのもあるので、1 部 2 部関係なく、各チームがぶつかり合うカップ戦。 

なので、全日本予選と合わせると、年 3 回のカップ戦＋リーグ戦ということで、年間を通してフッ

トサルだけを活動しているチームが、目標を常に持ちながら活動できるんですね。またリーグ戦に参

加できなかったとしても、例えばサッカーを中心に活動しているチームも、スポットでこの 3 大会の

うち 2 つに出ようかな、3 つ出ようかなとか、今年はリーグだけで行こうかなとか、今年はカップ戦だ
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けで行こうかなっていう選択肢にもなっていくと思うので、こういったところを整備していけると考

えています。 

関東 U-18 リーグは、地域リーグとしていますが、僕も、例えば栃木県にリーグ戦のために毎月行こ

うとはこれっぽっちも思いません。お金もかかってしょうがないし、自分の生活も大変になってしま

う。なので、関東 U-18 リーグは、今回のリーグチャンピオンズカップと一緒で、短期決戦。4 日以内

にできるようにしたいなと本年度は考えています。4 日にこだわるのは、4 日が限界だからというのも

ありますが、大体 10 月中旬から 11 月末、もしくは 12 月まで延長するかもしれませんが、地域でリー

グをやっているチームだけに限定してカップ戦をやる。参加条件は、リーグをやっていること。なの

で今年は、ひょっとすると東京、神奈川、埼玉の 3 つだけになるかもしれません。また、リーグやっ

てないと出られませんよと断言したので、いま千葉がリーグ戦をやろうとしています。リーグ戦さえ

やってくれれば、やるっていう確約さえ取れれば、年度内でもいいから参加できますよということで

やろうとしています。 

地域の、都県同士の仲が悪くなってしまっても意味がないんですね。協力が得られてはじめて成立

するので、選抜大会を同時に立ち上げ、昨年度プレ大会もやりましたが、ここは単独チームとか選抜

とか関係なく、ユースト－ナメントと全く一緒で自分としてはやりたい。反対意見もあるんです。選

抜って言いながら、なんで選抜チームだけでやらないのとか、選抜だけでやられちゃうとチームが出

られないよっていう話も出てくるんですが、気にせず、まずはやってみよう。やっていく中で、もし

分かれ道があるなら考えるということを意識して、いま関東選抜大会を構想しています。もし兵庫県

が大会をやってくれれば、そこには関東選抜大会で勝ったチームを送り込めるようにという準備もさ

せてもらっています。 

いくつかの大会はオフィシャルなかたちで日本連盟が主催してくれるといいと思います。武相高校

でフットサルの顧問をやっていて、先日も全国大会出場とホームページに載せてもらいましたが、実

際のところ学校としては、生徒が頑張って出場した全国規模の大会ということであれば、日本連盟主

催でもサロン 2002 主催でも、全国大会と認識してくれます。一方で、高体連じゃないよねっていうこ

とは、やはり学校だと言われます。でもこれって、JFA の全日本ユースでも、高体連じゃないでしょ

と、実は言われます。つまり学校にしてみたら、高体連とそれ以外、ぐらいにしか思ってないところ

もあります。であれば、子どもたちが目標を持ち、日本中から集まってきて、魅力ある大会が実施で

きればよいということです。関東の U-18 チャンピオンズカップも関東の選抜大会も、子どもたちにと

って魅力ある大会、フットサルを続けていく足がかりになるような大会として開催できればと考えま

す。各地域でもやってもらえるといいかなと思っています。 

地域連盟の中にユース担当が存在しないので、まずは部門の設立もすごく大事です。あとは、目標

が増えていく、クラブや活動がどんどん増えていくといいんじゃないか。フットサルはいま、かなり

苦しい状況にあると思っています。武相高校フットサル部も、20 年目にして、今年度の部員は 8 名。

新入生が 8 名入ってくれたので 16 名なんですけど、8 人中 2 人が初心者です。全日本 U-18 選手権が今

週の土日にありますが、ほぼ 6 人で戦います。30 分のプレーイングタイムを 4 試合。2 日間で 6 人。

戦えるのかなと思ってます。いま 6 人中 6 人がけがしています。フットサルは、波で言うなら 2007 年

から 11 年くらいにかけてすごく人気が高まりましたが、最近 10 年間で人気度が下がっています。武

相に入っても、フットサルってあるんですね、はじめてやりましたっていう子もいるんです。一方

で、半分の子は U-15 上がりで、武相高校にフットサル部があるとわかって来てくれている。 

まとまりがなくなってしまいましたが、日本連盟の会議でも、まずはカップ戦から、それをいかに

リーグに繋げていくか。あとはフットサル専門チームが増えていくかどうか。北海道だと、ほとんど

が両方やっているところが多いからこそ、このリーグの難しさがあると思います。両方やるチームが
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少ない地域だったら、フットサル専門チームが中心になって、そこにサッカー部も参加できるという

形作りが、一つのモデルになるかもしれません。 

 

本多：ありがとうございました。神戸の選抜大会は 3 月 18、19、20 日に予定しています。担当理事の

迫田さんと準備してお待ちしておりますので、よろしくお願いします。時間も迫っておりますが、中

塚先生、もう一度お願いします。 

 

中塚：貴重な情報を、全国各地からどうもありがとうございました。 

皆さんとは昔から顔なじみの人が多いんですが、そういう歴史があったのかということを改めて知

るよい機会になりました。なんといっても東京都板橋区の自宅で、北海道から熊本の話を聞けるこの

時代、これが素晴らしいなと思います。 

本当はもっと多くの皆さんからコメントを頂きたいところですが、9 時半で一旦締めて、あとのオン

ライン懇親会でざっくばらんなお話を伺いたいと思います。 

いろんな話を聞いての私自身の感想は、一概には言えないんですが、本当に地域固有の課題がたく

さんあるなということです。 

リーグを考えるとき、やはり行動範囲は大事な要素としてあると思うんです。北海道っていうとめ

ちゃくちゃ広いですよね。チャリンコで行けるわけないし。だけど、例えば札幌とか旭川とか、人口

がある程度集まっているところであれば、似たような子たちを集めることはたぶんできるだろうとい

う気がします。地域をどう捉えるか。これは生活圏とセットですね。それぞれの都道府県の交通網の

発達の度合いなども合わせて考えないといかんのだろうなあっていうのが一つです。 

それからやはり、みんなフットサルに関わる人だからフットサルの環境整備に邁進されるわけです

が、これはサッカーリーグを整備していた時と同じで、整備すればするほど混み合うんです。そして

サッカーの中で完結してしまいます。本当はサッカーもやりたい、バスケットもやりたい、バレーも

やりたいふつうの子が、バレーボールでもリーグ戦、バスケでもリーグ戦、そこで異動ができないと

なると取り合いになるわけです。本当はそうじゃなくて、いろんなスポーツに関われるような、子ど

もたちが選択できるような環境を、先駆的にやっていけたらと思います。どうしてもチャンピオンを

目指す方向に向かいがち、一つのことにこだわらず、やりたいことをやりたいレベルで選択できる環

境を整えることも大事ではないかと、そんなことも感じました。 

最後に、これは本多さんともよく言っていることですが、正月のリーグチャンピオンズカップは、

NPO サロン 2002 が主催させてもらっています。本来は協会や連盟がやるべきことだろうと思います。

けど、協会や連盟が主催するまでにはもうちょっと時間かかるだろうと。やっぱり各都道府県とか、

少なくとも 9 地域のそれぞれにユースリーグがあるのであれば協会や連盟の主催になると思うけど、

まだその前段です。だから我々、スポーツを通してのゆたかなくらしづくりを志に掲げる NPO が、

細々と、手弁当ではありますが、やらせてもらっております。もしかするとその方が、かゆいところ

に手が届く、良い大会になっていくかもしれません。 

ここ数年、千曲市でやらせてもらっているので、千曲市ともっともっと関わりを持ちながら、千曲

市の人々も巻き込んだシンポジウムが今年度できないかなと検討中です。千曲市のおじさんやおばさ

んたちが関わってくれているのはこういう大会なんだよ、というのをやりたいなと考えています。ま

たご意見頂ければ。いつでもお寄せください。 

ということで、指定発言者以外からは質問の時間もとれませんでしたが、一旦これにて終了とさせ

ていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 
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本多：いまチャットの方で、グリーンアリーナ神戸カップについて荒川さんからご質問を頂いていま

す。私からも皆さんにお伝えしたいところでした。8 月 9 日から 11 日です。移動にも、お盆料金がか

かるようなタイミングかもしれません。2019 年にやった日程で、1 日目に女子を 1 日だけやり、男子

については 3 日間出場、あるいは 2 日間出場を受け入れますという形です。できれば今週中に募集開

始、要項発表したいなと思っています。 

（続きはオンライン懇親会） 

 

 


